
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
月

日
開
会
さ

26

れ
、

日
ま
で
開
か
れ
ま

20

す
。

公
共
施
設
利
用
料
の

増
税
分
を
値
上
げ

条
例
議
案
で
は
昨
年
12

月
議
会
で
の
消
費
税
増
税

に
伴
う
上
・
下
水
道
料
金

や
使
用
料
・
手
数
料
の
値

上
げ
に
続
き
、
３
月
議
会

で
は
公
民
館
や
体
育
施

設
、
駐
車
場
使
用
料
な
ど

公
共
施
設
の
使
用
料
等
に

つ
い
て
軒
並
み
値
上
げ
が

提
案
さ
れ
ま
す
。

「
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
や
電
気
料
金
な
ど
の
値

上
げ
に
伴
う
管
理
経
費
の

増
嵩
な
ど
を
考
慮
し
て
」
、

ぞ
う
す
う

使
用
料
を
値
上
げ
し
、
改

正
時
期
は
「
周
知
期
間
を

確
保
す
る
た
め
、
そ
の
大

半
を
７
月
１
日
」
と
し
て

い
ま
す
。

消
費
税
法
で
は
土
地
の

譲
渡
や
貸
付
、
学
校
の
授

業
料
な
ど

の
取
引
を
非

17

課
税
と
し
て
い
ま
す
（
消

費
税
法
第
６
条
）。

自
治
体
が
運
営
す
る
上

・
下
水
道
な
ど
公
営
企
業

会
計
の
公
共
料
金
分
は
消

費
税
の
納
入
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
一
般
会
計
で
扱

う
公
共
料
金
分
は
、
法
律

で
納
入
し
な
く
て
も
良
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
同
法
第

条
）。

60

北
海
道
旭
川
市
は
増

税
分
を
減
免

市
は
電
気
料
や
灯
油
高

騰
の
経
費
を
市
民
の
負
担

増
で
回
収
で
き
ま
す
が
、

生
活
困
窮
に
あ
る
市
民
は

灯
油
高
騰
の
中
で
身
を
縮

め
て
我
慢
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

市
民
の
切
実
な
「
福
祉

灯
油
」の
要
望
は
拒
否
し
、

値
上
げ
を
実
施
す
る
市
政

は
大
き
な
問
題
で
す
。

北
海
道
旭
川
市
で
は
、

２
０
１
４
年
度
予
算
で
、

公
民
館
な
ど
公
共
施
設
の

使
用
料
に
つ
い
て
消
費
税

分
の
値
上
げ
を
見
送
り
、

そ
の
額
は
約
４
３
５
０
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
同
市
は
、
上
・

下
水
道
料
金
は
増
税
分
が

転
嫁
さ
れ
ま
す
が
、
生
活

保
護
世
帯
や
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
な
ど
約
１
万

６
千
世
帯
を
対
象
に
、
増

税
分
の
３
％
を
減
免
す
る

措
置
を
と
る
と
し
て
い
ま

す
（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
月

日
）。

14
市
民
の
立
場
に
立
つ
な

ら
、
こ
う
い
う
施
策
こ
そ

求
め
ら
れ
ま
す
。

基
金
の
新
設
・
廃
止

基
金
条
例
で
は
、
加
茂

水
族
館
整
備
振
興
基
金
が

新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

藤
島
地
域
の
庁
舎
等
維

持
補
修
基
金
と
長
沼
温
泉

ぽ
っ
ぽ
の
湯
の
総
合
交
流

促
進
施
設
整
備
基
金
が
廃

止
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
事
業
基
金
を
ウ
イ
ス
テ

リ
ア
基
金
に
統
合
し
ま

す
。

市
長
な
ど
常
勤
特
別

職
の
給
料
減
額
継
続

特
別
職
の
給
与
条
例
で

は
、
引
き
続
き
市
長
、
副

市
長
、
常
勤
監
査
委
員
、

病
院
事
業
管
理
者
、
及
び

教
育
長
の
給
料
月
額
を
減

額
し
ま
す
。

一
般
職
の
給
与
条
例
で

は
、

歳
以
上
は
原
則
昇

55

給
停
止
、

歳
未
満
は
抑

45

制
さ
れ
て
い
た
昇
給
分
の

一
部
回
復
で
す
。

加
茂
水
族
館
は
開
館

時
間
・
利
用
料
金
を

変
更鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
開
館
時
間
を
９
時

（
現
行
９
時

分
）
に
改

30

め
、
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
ス

ペ
ー
ス
を
「
交
流
広
場
」

と
し
て
夜
間
貸
出
し
し
ま

す
。加

茂
水
族
館
は
６
月
リ

ニ
ュ
ア
ー
ル
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
、
開
館
時
間
を
９

時
（
現
行
８
時

分
）
に

30

改
め
、
利
用
料
金
が
引
き

上
げ
さ
れ
ま
す
（
一
般
個

人
で
は
８
０
０
円
が
１
０

０
０
円
に
な
ど
）。

藤
島
５
地
区
の
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
を
委

託
化指

定
管
理
の
指
定
で

は
、
藤
島
地
域
の
５
地
区

の
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
を

各
地
区
の
自
治
振
興
会
に

委
託
す
る
な
ど

議
案
が

17

提
案
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
政
が
責
任

を
負
っ
て
建
物
を
管
理

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
お

こ
な
っ
て
き
た
事
業
が
、

軒
並
み
廃
止
や
建
物
の
譲

渡
、
指
定
管
理
さ
れ
、
旧

町
村
を
中
心
に
行
政
力
の

急
速
な
縮
小
と
後
退
が
問

題
と
な
り
ま
す
。

請
願
６
件
す
べ
て
を

党
議
員
団
が
紹
介

市
民
か
ら
の
請
願
は
６

件
提
出
さ
れ
、
全
て
党
市

議
団
が
紹
介
議
員
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
「
特
定
秘
密
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
（
田
川
地
区
平

和
セ
ン
タ
ー
）

○
安
心
の
医
療
・
介
護
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
（
社
会
保
障
制

度
を
良
く
す
る
鶴
岡
・
田

川
の
会
）

○
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
医
療
・
介

護
従
事
者
の
労
働
環
境
改

善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る

請
願
（
山
形
県
医
療
労
働

組
合
連
合
会
）

○
「
過
労
死
防
止
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
関
す
る
請
願

（
ス
ト
ッ
プ
！
過
労
死
〝

道
〟
の
会
）

○
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
反
対
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

（
連
合
山
形
鶴
岡
田
川
地

域
協
議
会
）

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤

退
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
（
国
民
の

食
糧
と
健
康
を
守
る
運
動

田
川
地
区
連
絡
会
）
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

市議会議員が初めて研修を受け、意見交換をしまし
た。（２月１８日、山形大学農学部）



日
、
鶴
岡
・
田
川
地

24
域
社
保
協
（
松
本
弘
道
会

長
）
と
、
共
立
社
鶴
岡
生

協
理
事
会
は
、
「
福
祉
灯

油
の
実
施
」
を
求
め
て
市

に
訪
れ
、
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

応
対
し
た
今
野
和
恵
健

康
福
祉
部
長
は
、
「
市
と

し
て
も
検
討
は
し
た
が
、

灯
油
は
異
常
な
高
騰
状
態

で
は
な
い
た
め
実
施
は
し

な
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

社
保
協
側
は
、
「
市
民

は
、
県
が
実
施
を
決
め
た

の
に
な
ぜ
鶴
岡
市
は
実
施

し
な
い
の
か
と
感
じ
て
い

る
」
「
北
国
の
市
民
に
と

っ
て
灯
油
は
食
料
と
同
じ

必
需
品
」
と
実
施
を
重
ね

て
求
め
ま
し
た
。

市
に
対
す
る
福
祉
灯
油

実
施
要
望
は
、
新
日
本
婦

人
の
会
鶴
岡
支
部
か
ら
も

提
出
さ
れ
て
お
り
、
市
議

団
も
昨
年

月
、
今
年
２

10

月
と
２
度
に
わ
た
っ
て
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
声
を
受

け
止
め
、
実
施
を
検
討
す

べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、

第

回
地
区
党
会
議
を
開

83
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
２
０
１
０

年
代
に
党
勢
を
３
倍
化
し

国
政
選
挙
で
得
票

％
20

（
参
院
比
例
票
の
２
・
２

鶴
岡
地
区
党
会
議

を
開
催

倍
）
を
め
ざ
す
な
ど
の
成

長
発
展
目
標
を
意
思
統

一
、
来
春
の
い
っ
せ
い
地

方
選
挙
で
の
県
議
会
の
議

席
奪
還
の
決
意
を
固
め
合

い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
委
員
長
に

佐
藤
誠
一
（
新
）
、
副
委

員
長
に
関
徹
（
再
）
、
長

谷
川
剛
（
新
）
な
ど
の
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
の
特

別
会
計
予
算
案
に
反
対
し

ま
し
た
。

反
対
は
加
藤
太
一
議
員

だ
け
で
し
た
。

働
者
の
賃
金
ア
ッ
プ
は
お

こ
な
わ
な
い
」
「
今
年
も

団
結
し
て
こ
の
困
難
を
乗

り
切
っ
て
ゆ
こ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
来
賓
と
し
て
日
替
わ

り
で
出
席
し
、
連
帯
と
激

励
の
挨
拶
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月20日入札分

・区画線設置工事(その４)（末広町地内ほか）
(有)矢島交安システム 3,000,000円（3,084,000円）工期～3/31（落札率97.3％）

2月13日落札決定保留分
・市道藤沢１号線ほか防護柵等設置工事（藤沢地内ほか）
山形工業(株) 7,100,000円（8,130,000円）工期～3/26（落札率87.3％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
2月20日入札分

・市道中学校板井川線歩道舗装工事（債務負担行為）（桂荒俣地内）
山形工業(株) 3,700,000円（4,035,000円）工期～5/30（落札率91.7％）
・市道町の内鳥飼線・上桂荒敷線側溝整備工事（債務負担行為）（丸岡・
桂荒俣地内）
山形工業(株) 2,600,000円（2,748,000円）工期～6/16（落札率94.6％）
・市道上山添中線道路改良工事（債務負担行為）（上山添地内）
(株)田川 3,350,000円（3,486,000円）工期～6/20（落札率96.1％）

2月13日落札決定保留分
・市道神明前茶屋川原線側溝改良工事（債務負担行為）（下山添地内）
山形工業(株) 5,230,000円（6,070,000円）工期～7/31（落札率86.2％）

馬
渡
（
ま
わ
た
り
、
羽
黒
・
櫛
引
）大

沼

浩

午
年
で
す
が
、
午
の
十

ら
渡
れ
る
」
「
丸
木
橋
や

二
支
獣
は
馬
で
す
。
馬
渡

板
橋
で
人
間
は
渡
れ
る
が

は
地
形
図
で
は
櫛
引
地
区

牛
馬
は
手
綱
を
引
き
な
が

黒
川
で
す
が
、
羽
黒
町
広

ら
川
床
を
渡
し
た
」
「
ど

瀬
に
下
馬
渡
が
あ
り
、
渡

ぶ
川
で
馬
で
な
け
れ
ば
渡

し
場
の
名
が
赤
川
東
岸
の

れ
な
い
」
な
ど
が
あ
り
ま

地
域
に
広
が
っ
た
の
で
し

す
。
赤
川
に
は
あ
ま
り
当

ょ
う
。

て
は
ま
ら
な
い
よ
う
で

日
本
国
語
大
辞
典
は
、

す
。

う
ま
わ
た
り
と
し
て
「
馬

角
川
地
名
大
辞
典
は
、

に
乗
っ
て
渡
る
こ
と
が
で

櫛
引
町
史
を
ひ
い
て
、
赤

き
る
谷
や
川
な
ど
。
各
地

川
を
人
々
が
渡
る
「
そ
の

に
地
名
と
し
て
残
っ
て
い

船
は
当
村
の
者
が
渡
し

る
。
」
と
い
い
ま
す
。
各

た
」
と
い
い
ま
す
が
、
馬

地
に
う
ま
わ
た
り
、
う
ま

が
出
て
き
ま
せ
ん
。
人
と

わ
た
し
が
あ
り
、
「
も
お

馬
が
一
緒
に
渡
る
に
は
、

た
に
」
と
読
む
馬
渡
谷
も

渡
し
場
に
馬
渡
り
船
と
い

あ
り
ま
す
。
説
明
と
し
て

う
大
型
の
渡
し
船
が
あ
っ

は
「
徒
歩
で
は
渡
れ
な
い

た
の
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
、
馬
に
乗
っ
て
な

今野健康福祉部長に要請書を手渡す松本弘道社保協会長（左）

日
、
庄
内
広
域
行
政

21
組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

議
会
で
は
、
２
０
１
４

年
度
庄
内
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計
予
算
、
庄
内
地

方
拠
点
都
市
地
域
事
業
特

別
会
計
予
算
、
青
果
市
場

事
業
特
別
会
計
予
算
、
庄

内
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
事

業
特
別
会
計
予
算
等
を
審

査
し
可
決
し
ま
し
た
。

今
議
会
に
は
、
青
果
市

場
使
用
料
及
び
食
肉
流
通

セ
ン
タ
ー
使
用
料
の
消
費

税
増
税
分
の
値
上
げ
が
提

案
さ
れ
た
た
め
、
日
本
共

産
党
の
加
藤
太
一
議
員

は
、
使
用
料
値
上
げ
の
条

例
改
正
と
青
果
市
場
及
び

自
交
総
連
ハ
イ
ヤ
ー
セ

ン
タ
ー
支
部
と
余
目
タ
ク

シ
ー
支
部
は
、
２
月

日
16

～

日
の
４
日
間
に
わ
た

19
り
、
市
内
で
「
新
春
旗
開

き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

剣
持
恵
一
委
員
長
は
挨
拶

で
、
「
タ
ク
シ
ー
業
界
の

規
制
緩
和
が
、
労
働
環
境

の
悪
化
を
も
た
ら
し
て
い

る
」
、「
安
倍
政
権
は
、
大

企
業
応
援
ば
か
り
で
、
労
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